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「
郷
愁
都
市
」

古
希
を
過
ぎ
て
か
ら
晩
年
の
父
の
作
品
が
愛
し
く
な
っ
た
。
今
年

回
忌
を
迎
え
た
父
の
歳
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
来
た
か
ら
だ
ろ
う

23か
。
晩
年
父
の
バ
ブ
ル（
泡
）の
内
に
様
々
な
記
憶
を
描
い
て
い
る
シ
リ

ー
ズ
を
見
る
と
、
父
が
絵
描
き
で
あ
っ
た
幸
せ
に
嫉
妬
さ
え
す
る
。

丸
い
泡
の
内
に

年
の
想
い
出
を
画
家
と
し
て
描
き
残
し
て
い
っ
た

90

の
は
、
見
事
だ
と
し
か
言
え
な
い
。

喜
び
も
、
悲
し
み
も
、
苦
し
み
も
あ
っ
た

年
の
歳
月
を
一
枚
の
カ

90

レ
ン
ダ
ー
の
如
く
残
し
た
父
の
人
生
を
、
今
度
再
会
し
た
ら
詳
し
く

聞
き
た
い
も
の
だ
。

こ
こ
一
、
二
年
私
に
は
悲
し
み
の
年
だ
っ
た
。

主
治
医
の
大
髙
英
雄
先
生
、
館
長
と
し
て
私
を
育
て
て
く
れ
た
戸

舘
昭
吉
氏
、ア
フ
ガ
ン
で
志
半
ば
で
殺
害
さ
れ
た
中
村
哲
先
生
、
心
の

友
だ
っ
た「
蝶
」の
對
馬
康
夫
氏
と
人
生
の
支
え
を
次
々
と
失
っ
た
。そ

し
て
大
切
な
ス
タ
ッ
フ
の
父
上
と
も
お
別
れ
し
た
。

そ
れ
で
も
残
さ
れ
た
家
族
は
大
き
な
悲
し
み
と
戦
い
な
が
ら
そ
の

悲
し
み
と
共
に
生
き
て
行
き
、い
つ
し
か
そ
の
悲
し
み
が
想
い
出
と
な

り
、
少
し
ず
つ
本
当
に
少
し
ず
つ
薄
紙
を
一
枚
一
枚
剥
が
す
か
の
よ

う
に
悲
し
み
が
薄
れ
、
笑
い
話
に
な
り「
あ
の
時
は
・
・
・
」と
続
い
て
い
く
。

今
私
の
机
の
上
に
は
香
月
泰
男
の
「
シ
ベ
リ
ア
シ
リ
ー
ズ
」の
一
枚

「
青
の
太
陽
」の
写
真
が
あ
る
。
戦
時
中
「
匍
匐
」の
時
出
会
っ
た
蟻
の

ほ

ふ
く

穴
か
ら
み
た
空
の
風
景
だ
。

黒
色
の
右
上
に
描
か
れ
た
四
角
ぽ
い
青
の
ス
ペ
ー
ス
に

余
点
の
光

10

の
輝
き
が
あ
る
。
私
は
勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
。

黒
は
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
の
黒
、
青
は
日
本
ま
で
続
い
て
い
る
空
の
青

か
海
の
青
。そ
し
て
光
の
輝
き
は
、
日
本
に
置
い
て
き
た
会
い
た
い
会
い

た
い
人
々
た
ち
。

人
間
そ
れ
ぞ
れ
険
難
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

父
の
絵
を
見
、
香
月
の
作
品
を
見
な
が
ら
涙
が
流
れ
て
く
る
。

「
芸
術
は
長
く
、
人
生
は
短
い
。
」

館
長

鷹
山

ひ
ば
り

「
生
誕
１
１
０
年

香
月
泰
男
展
」

新
潟
市
美
術
館
に
て
１
／
２
３
ま
で
開
催



2

か
つ
て
詩
人
萩
原
朔
太
郎
は
詩
集
『
純
情

小
曲
集
・
旅
上
』
で「
ふ
ら
ん
す
へ
行
き
た
し
と

思
へ
ど
も

ふ
ら
ん
す
は
あ
ま
り
に
遠
し

…
」

と
フ
ラ
ン
ス
へ
の
憧
憬
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
私

も
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
憧
れ
を
持
つ
一
人
で
す
。

２
０
０
０
年
、
友
の
会
主
催
の
最
初
の
海
外

研
修
旅
行
「
ス
ペ
イ
ン
・
パ
リ
美
術
紀
行
」
に
参

加
す
る
た
め
に
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
。

そ
の
後
も
海
外
研
修
旅
行
に
参
加
し
て
い
る

う
ち
に
、
す
っ
か
り
パ
リ
の
魅
力
に
は
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
パ
リ
東
北
東
ラ
ン
ス
の

「
フ
ジ
タ
礼
拝
堂
」
に
行
き
た
く
な
っ
て
、
と
う

と
う
２
０
１
３
年
に
最
初
の「
パ
リ
一
人
旅
」
。

さ
ら
に
２
０
１
９
年

月
に
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル

11

大
聖
堂
と
ヘ
ミ
ン
グ
ェ
イ
を
テ
ー
マ
に
１
週
間
の

「
パ
リ
一
人
旅
」
に
出
か
け
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

旅
は
準
備
が
肝
心
で
す
。
一
人
旅
に
行
こ

う
と
一
大
決
心
し
て
、
ま
ず
参
考
に
し
た
の

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
多
く
の
方
々

の
ブ
ロ
グ
で
す
。

旅
の

テ
ー

マ

に
沿

っ

て
検
索

し
た
情

報
以
外

に

も
、

電
車
の

切
符
の

買
い
方
、

コ
ン
サ

ー
ト
の

情

報
、

藤田が設計したランスのフジタ礼
拝堂。藤田と君代夫人の遺骨が
埋葬されている

二人が か り で

お
す
す
め
の
お
土
産
な
ど
本
当
に
役
立
つ
情

報
が
満
載
。
お
陰
で
楽
し
み
な
が
ら
旅
程
を

工
夫
し
、
必
要
な
予
約
が
自
宅
に
居
な
が
ら

に
し
て
完
了
。「
パ
リ
一
人
旅
」
の
基
本
的
な

準
備
が
整
い
ま
し
た
。

旅
程
が
決
ま
る
と
、
友
の
会
海
外
研
修
旅

行
と
同
様
に「
旅
の
し
お
り
」
を
作
成
。
自
分

の
行
き
た
い
と
こ
ろ
を
一
覧
に
し
て
、
徒
歩
や

地
下
鉄
で
廻
る
順
序
や
時
間
を
考
え
て
１
日

の
行
程
を
作
成
し
ま
す
。
実
際
に
は
、
そ
の
時

々
で
割
愛
し
た
り
翌
日
に
変
更
す
る
な
ど
、

行
程
は
あ
く
ま
で
も
目
安
と
し
、
あ
ま
り
こ

だ
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

デ
ジ
カ
メ
の
写
真
デ
ー
タ
は
行
程
の
記
録

に
な
る
の
で
、
後
日
の
整
理
に
役
立
ち
ま
す
。

地
図
、
し
お
り
、
デ
ジ
カ
メ
の
３
種
の
神
器
を

携
え
て
、
ス
リ
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

何
と
も
は
や
「
く
そ
度
胸
」
で
１
日
２
万
歩
以

上
歩
い
て
い
ま
し
た
。

パ
リ
南
西
の
シ
ャ
ル
ト
ル
へ
は
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
駅

か
ら
電
車
で
約
１
時
間
。
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
大

聖
堂
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い
て
最
も
美
し
い

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
ひ
と
つ
で
、
世
界
最
高
峰
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス「
シ
ャ
ル
ト
ル
ブ
ル
ー
」
に
魅
了

さ
れ
、
荘
厳
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

上：リッツホテルの
ヘミングウェイバー

下：クロズリー・デ・リ
ラのヘミングウェイ
名刻印のプレート

シャルトルのノートル・
産 ）ダム大聖堂 （ 世 界 遺

パ
リ
で
は
ヘ
ミ
ン
グ
ェ
イ
の
足
跡
を
た
ど
る
こ

と
が
テ
ー
マ
。
リ
ッ
ツ
ホ
テ
ル
の
ヘ
ミ
ン
グ
ェ
イ
・

バ
ー
で「
ド
ラ
イ
・
マ
テ
ィ
ー
ニ
」
を
、
ク
ロ
ズ
リ

ー
・
デ
・
リ
ラ
で
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
特
に
気
に

入
っ
て
い
た
と
い
う
カ
ウ
ン
タ
ー
の
指
定
席
で

カ
フ
ェ
オ
レ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

サ
ン
・
マ

ル
タ
ン
運

河
ク
ル
ー

ズ
体

験
、

サ
ン
・
ジ
ェ

ル
マ
ン
・
デ
・

プ
レ
教
会

で
ヴ
ィ
ヴ

ァ
ル
デ
ィ
の

「
四
季
」
鑑

賞
、
ユ
ト
リ

ロ
と
サ
ル

ト
ル
の
墓
参
り
な
ど
は
予
定
通
り
訪
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
、
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術

館
、
オ
ル
セ
ー
美
術
館
、
ピ
カ
ソ
美
術
館
、
中

世
美
術
館
、
マ
ル
モ
ッ
タ
ン
美
術
館
で
、
気
に

入
っ
た
作
品
の
前
で
好
き
な
だ
け
自
由
に
鑑

賞
す
る
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

ま
さ
に「
一
人
旅
」
の
醍
醐
味
で
し
た
。

と
て

も
残
念

だ

っ
た

の
は
、
パ

リ
の
ノ

ー

ト
ル

・
ダ

ム

大
聖
堂

が
２
０

１
９
年

４
月

の

炎
上
後

の
再
建

工
事
の

た
め
に

入
場
で

サン・マルタン運河クルーズ
！？あっ ！ アメリ

左：モンパルナス墓地のサルトルと
ボーヴォワールのお墓

右：モンマルトルのサン・ヴァンサン墓地
モーリス・ユトリロのお墓

き
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。

多
く
の
人

々
が
工
事
の

囲
い
の
外
か

ら
、
早
期
の

再
建
を
祈
る

よ
う
に
、
硬

い
表
情
で
手

を
合
わ
せ
て

大

聖

堂

を

見
つ
め
て
い

た
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

ま
た
、
さ

す
が
に
晩
秋

の
パ
リ
で
は
コ

ー
ト
は
離
せ

ま
せ
ん
で
し

た
。
夕
暮
れ

が
早
く
、
夜

間
の
移
動
に

は
特
に
気
を

配
り
ま
し
た
。

デ
パ
ー
ト

の
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
や

シ
ャ
ン
ゼ
リ

ゼ
通
り
の
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
と
て
も

素
敵
で
、
さ

す
が
パ
リ
の

セ
ン
ス
と
感
動
し
ま
し
た
。

世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
収
束
し
た
ら
、
友
の
会
主
催
の
海
外
旅
行

を
企
画
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
会
員
と

の
旅
行
の
話
題
は
何
年
経
っ
て
も
つ
き
ま
せ
ん
。

！

そ
れ
で
も「
パ
リ
一
人
旅
」
は
い
か
が

B
on

V
oyage! サン・ジェルマン・デ・プレ教会で

ヴィヴァルディ「四季」鑑賞
モンマルトルでシャンソンを
聞きながら夕食

クリスマスイルミネーション
in Paris～シャンゼリゼ通り
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青
森
県
内
の
小
中
学
生
に
作
品
を
公
募

し
た
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
﹁
鷹
山
賞
児
童
作
品

展
﹂
は
今
年
で

２０
回
目
を
迎
え
ま
し
た
︒ 

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
の
為
︑
開
催
を
見
送

第

20
回
展
で
す
が
︑
12
月
5
日(

日)
無
事

に
初
日
を
迎
え
ま
し
た
︒ 

 

本
展
は
鷹
山
宇
一
の
画
業
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
︑﹁
子
ど
も
た
ち
の
感
性
は
風
土

の
中
で
培
わ
れ
る
﹂
と
の
精
神
の
下
︑
新
し

い
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
︑
制
作
体
験

を
と
お
し
て
豊
か
な
感
性
を
養
い
︑
自
由
な

創
造
の
喜
び
を
体
現
出
来
る
こ
と
を
願

て
開
催
し
て
い
ま
す
︒ 

 

県
内
小
学
校
︑
中
学
校
合
わ
せ
て
43
の

団
体
か
ら
３
９
８
点
も
の
力
作
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
︒
10
月
19
日
に
審
査
会
が
行

わ
れ
︑
入
賞
27
名
︑
入
選
85
名
が
選
ば
れ

ま
し
た
︒ 

      

       
 

本
来
で
あ
れ
ば
︑

入
賞
者
の
皆
様
に

出
席
を
お
願
い
し

て
﹁
入
賞
者
授
賞

式
﹂
を
行
う
の
で

す
が
︑
本
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
感
染
防

止
の
為
︑
鷹
山
賞
受
賞
の
２
名
の
み
表
彰
を

行
い
ま
し
た
︒
お
二
人
と
も
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
︑
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
賞
状

と
副
賞
を
受
け
取

 
 

 

コロナ禍で一年振りの開催ができる様になりました。出品者の中にはご家族が悲しい思い、苦しい経
験をされた方もおられる事と思います。学校も又、休校等で対策がとれず困難を極めた事だと思います。
その中で出品して頂けた事に感謝以外の言葉もありません。有りがとうございます。 

本題に戻りますが、1 年間の空白が生徒達のものの見方、表現の方法、描写の方法、技術の習得等に影
響を及ぼし、多くの作品にくぎ付けにされました。同時に、作品に近づき「なんでここまで描けるのか」
と、ただただ驚かされるばかりでした。 

コロナ禍でも生徒達は夢と希望、目標を持って、日々研究し昨日よりも今日、今日よりも明日と自分自
身を磨いている事に安心しました。 

今回は 20 回記念展、小・中学生とは思えない作品が沢山有り、展示をワクワクして楽しみにています。 

10／19 審査会 

↑入賞者の皆さんにはこちらの
副賞をお贈りしました。作者は彫
刻家・濱田卓二氏（新制作協会会
員）。ランプと蝶をモチーフに制
作してくださいました。材質はテ
ラコッタです。 

第
20
回
鷹
山
賞
児
童
作
品
展 

12

5

1

23

 

１２
／
４
︵
土
︶
授
賞
式 ↑鷹山賞受賞のお二人。作品の前で記

念撮影。受賞おめでとうございます！ 

︻
鷹
山
賞 

小
学
生
の
部
︼ 

古
内
司

ふ
る
な
い
つ
か

冴さ

面
白
い
﹂
版
画 

七
戸
町
立
天
間
林
小
学
校
６
年 

 ︻
鷹
山
賞 

中
学
生
の
部
︼ 

柏
崎

か
し
わ
ざ
き

美
紀

み
の
り﹁

清
流
は
滔
々
と
﹂水
彩 

三
沢
市
立
第
一
中
学
校
３
年 

↑審査会の様子。力作
揃いの作品に審査員の
皆さんも頭を悩ませて
いました。 

審査員長・濱田進先生から総評 
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﹁
鷹
山
賞
児

童
作
品
展
﹂の
第

20
回
展
を
記

念
し
て﹁
濱
田
進

展
﹂を
開
催
し
て

い
ま
す
︒濱
田
進

先
生
は
鷹
山
賞

児
童
作
品
展
の

第
1
回
展
か
ら
審
査
員
長
を
務
め
︑
二
科

会
評
議
員
で
も
あ
る
洋
画
家
で
す
︒ 

本
展
は
濱
田
先
生
よ
り
貴
重
な
油
彩
画
・

水
彩
画
を
お
借
り
し
︑
当
館
所
蔵
の
作
品
も

合
わ
せ
て
全

１７
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！ 

          

                             

    

12
月
9

日
︵
木
︶
に
七

戸
小
学
校
の

2
年
生
と

4
年
生
の
皆

さ
ん
が
美
術

鑑
賞
に
来
て

く
れ
ま
し
た
︒ 

 

毎
年
見
学

に
来
て
く
れ
る
七
戸
小
学
校
の
皆
さ
ん
︒
鑑

賞
す
る
前
に
い
つ
も
鷹
山
宇
一
先
生
に
つ

い
て
少
し
お
話
さ
せ
て
も
ら
う
の
で
す
が
︑

今
年
は
鷹
山
先
生
の
ア
ト
リ
エ
を
展
示
し

て
い
る
の
で
︑
ア
ト
リ
エ
の
資
料
の
中
か
ら

鷹
山
先
生
が
自
ら
切
り
貼
り
し
て
作

を
紹
介
︒
沢
山
の
写
真

が
切
り
貼
り
さ
れ
た

声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
︒ 

       

    

12
月
10
日
は
鷹
山
宇
一
先
生
の
誕
生

日
で
す
︒
毎
年
﹁
遊
蝶
記
﹂
を
開
催
し
て
お

祝
い
を
す
る
の
で
す
が
︑
今
年
も
去
年
に
引

き
続
き
中
止
と
致
し
ま
し
た
︒ 

 

﹁
遊
蝶
記
﹂
と
い
う
名
前
は
鷹
山
先
生
の

代
表
的
作
品
﹁
遊
蝶
・
花
﹂
か
ら
﹁
遊
蝶
﹂

を
︑﹁
記
﹂
は
﹁
記
憶
す
る
﹂
の
﹁
記
﹂
で
い

つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
︒ 

 

来
年
こ
そ
は
︑
皆
で

歌
を
歌

祝
い
出
来
ま
す
よ
う

に
・
・
・ 

             

鷹
山
賞
児
童
作
品
展
２０
周
年
記
念 

濱田進「巴里は巴里で在り続ける」 

「第２０回鷹山賞児童作品展／濱田進展」 
会期：１２月５日（日）～１月２３日（日） 

 
【休館日】月曜日（但し祝日の場合は開館し翌日休館） 

年末年始休館１２／２９～1／2 
【開 館】10：00～18：00（最終入館 17：30） 
【入館料】一般 500 円、高大生 300 円、小中学生 100 円 

美
術
鑑
賞

来

 

２
０
２
２
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
︑

良
き
１
年
と
な
る
よ
う
︑
心
か
ら
祈
念

し
て
お
り
ま
す
︒ 

12
／
10 

鷹
山
宇
一
先
生 

誕
生
日 

皆様のお越しをお待ちしております！ 

更に今回は第１回展から第１９回展ま
での歴代鷹山賞受賞作品を展示してい
ます。鷹山賞が一堂に並ぶ様子は圧巻で
す。こちらも是非ご覧下さい！ 

作品の前で、お友達同士が感
想を言い合いながら、じっく
り作品鑑賞を楽しんでいま
した。 

お誕生日おめでとうございます。 

濱
田 
進 

展 

20
 

歴
代
鷹
山
賞
受
賞
作
品
展
示 
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越 
冬 

 

  

12
月
に
な
る
と
各
地
に
イ
ル
ミ 

が
飾

ク
リ
ス
マ
ス 

一
色
と
な
る
時
期

私
は
上
北
地
方
小
学
校 

教
育
研
究
会 

図
画
工
作
科
部
会

と
す
る

の
時
期

来
る
と
感

 

 

私
た
ち
は

宇
一
が
描
い
た
蝶

の
開
催

を
結
成

七
戸
町
の
蝶

を
行

對
馬
氏

時
間
が
あ
る
時

学
芸
と
教
育
普
及
も
網

を
振

調
査
に
行
く
た
び
に
怪

蝶

を
追
い
か
け
る
の
に
夢
中

側
溝
に
落

時

の
姿
が
視
界
か
ら
消

何

七
戸
町
の
蝶
の
数
が
多

美
術
館
の
中
庭
に
シ
ジ
ミ
チ

調
査
し
た

を
展
示
で
公

開
出
来

そ
し
て
こ
れ
ら
の
成
果
を
先
生
方
に
伝
え
る

と
共
に
図
工
部
会
に
出
向

年
内
最
後
の
仕
事

図
工
部
会
だ

こ
の
時
期
の

を
見
る
た
び
に

思
い
出
し
ま
す

 

 

本
当
に
私
た
ち
は
蝶
に
強

鷹
山
先
生
の
絵

画
を
見

同
定
で
き
る
も
の

も
増
え
て
き
ま
し
た

 

 
 

 

ま
だ
ま
だ
語
り
き
れ
な
い
程
の
活
動

こ
れ
か
ら
も
友
の
会
会
報
に

掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す

 

 

今
は

 

 

蝶
達
も
来
春
に
備
え
て
越
冬
す
る
時
期

 

 

活
動
も
こ
れ
か
ら
の
展
示
に
備

え
て
越
冬
し
よ
う
と
考

越
冬
か
ら
覚
め
る
時
が
来
る

ま
で
し
ば
し
お
別
れ
で
す

 

 

教
育
普
及
員
／
織
川 

孝
子 

 

   

    

       –– 

            

ち 

 

美
術
館

令
和
３
年
度
の
予
定

 

 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
11
月
・
12
月
の
年
賀
状
木
版
画
は

中
止

１
月
か
ら
は
予
定
通
り

を
行
う
予
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
状
況
に
よ
り
や
む
な
く
中
止
す
る
場
合
も

Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

 

 

またまた 
 

もうだいぶ寒くなって 

きたし 

羽もかなり痛んでいる 

様子のヤマトシジミ 

だからかな 

逃げるどころか 

私の指に止まるのは ウラギンヒョウモン 

今年も発見！【ヤマトシジミ】 
 

 空調設備工事のため、裏庭にも資材が持ち込まれ・・・ず～っと美術

館の裏庭に観察に行けませんでした 

もしかしたら、いなくなっているのではないかと、心配していました 

今年は観察を諦めていたのですが、工事が終わりダメ元で裏庭に足を

運んだ１０月 

！？・・・結構飛んでいる！！ 

だいぶ寒くなってきていたのに 

待っていてくれたの 

かしら！？ 

今年も無事に会うことができました 

来年もまた会おうね 

 

１月２３日（日）  

 クレパスで絵を描こう 

 料金：５００円  

  クレパスを使って思いっきり指を汚して絵

を描こう！！ 

 

２月２７日（日） 

 七宝焼きをしよう 

 料金：７００円 

 参加人数：ＡＭ、ＰＭ共に１０名 

  いつも人気な七宝焼き。今回はどんなモチ

ーフがあるかお楽しみ！ 

 

３月２０日（日） 

 デコパージュをしよう 

 料金：５００円  

  ペーパーナプキンの柄で毎回違う仕上がり

になります。 

【お問い合わせ】 
 
0176-62-5858 
 
七戸町立 
鷹山宇一記念美術館 
 

織川まで 

注）ＷＳの写真は全て、以
前実施したものを一例と
して紹介しております。 
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✾
美
術
館
日
誌

✾ 
 

◆

10
月
◆   

 
 

▼ 

１ 

日 (

金)  

の

 

▼ 

２ 

日

 (

土)  

会
報
１
０
４
号
発
送 

 
友
の
会

 

▼ 

５ 

日

 (

火)  

Ｗ
Ｓ
打
合
せ 

 
 

 (

城
南
児
童

担
当
者
・
織
川) 

▼ 

６ 

日 (

水)  

館
内

  (

ダ
ス
キ
ン) 

▼ 

７ 

日 (

木)  

レ
ジ
見
積
打
合
せ  (

東
芝

) 

放
課
後
こ
ど
も
教
室
打
合
せ ・

織
川

 

▼
８ 

日 (

金)

15
日(

金)

▲ 
  

 
 
 
 
  

 
 

 
 

写
真
サ
ロ
ン
展
展
示
替
え
作
業 

▼ 

９ 

日 (

土)  

七
彩
会 

 
 

 
 

 
 

 

２
F 

し
込

 

▼
12
日 (

火)  

城
南
小
学
校
校
長
来
館 

▼
13
日 (

水)  

自
動
ド
ア
点
検 
 

▼
14
日 (

木)  

写
真
サ
ロ
ン
展
看
板
取
付
他 
 

 
(

青
森
ス
タ
ジ
オ) 

▼
16
日 (

土) 
 

第
81
回
国
際
写
真
サ
ロ
ン
展
初
日 

        

 

▼
19
日(

火)  

鷹
山
賞
審
査
会
／
美
術
館
２
Ｆ 

 
 

 
 

 
 

副

 

          
▼
29
日(

金)  

次
年
度
以
降
特
別
展
打
合
せ 

▼
30
日(

土)

31
日(

日)

▲ 
  

  
     

東
北
文
化
の
日 

 
 

▼
31
日(

日)  
国
際
写
真
サ
ロ
ン
展
最
終
日 

作
品
撤
去
作
業 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

11
月
◆  

 

▼ 

２ 

日(

火) 

八
戸
市
美
術
館
開
館
記
念
セ
レ
モ
ニ

 

 

館
長
・
遠
藤
・
織
川

 

 
 

 
 

 

写
真
サ
ロ
ン
作
品
発
送 

▼ 

４ 

日(

木) 

地
下
タ
ン
ク
点
検 

▼ 

６ 

日(

土) 
 

／
城
南
児
童

 

▼ 

９ 

日(

火) 

来
館 

▼
11
日(

木)  

セ
コ
ム
打
合
せ 

▼
16
日(

火)  

空
調
設
備
工
事
監
査 

 
 

 
 

 
 

体
温
計
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

 

▼
19
日(

金)  

打
合

青
森

 

▼
24
日(

水)  

鷹
山
賞
各
社
副
賞
到
着
予
定 

▼
26
日(

金)

12
月
３
日(

金)

▲ 
  

  
     

鷹
山
賞
展
示
替
え
作
業 

▼
30
日(

火)  
 

  

冬
期
除
雪
打
合
せ 

 
 

 
 

(

生
涯
学
習
課
・
商
工
観
光
課 

・
道
の
駅
・
美
術
館) 

 

◆
12
月
◆ 

 

▼ 

１ 

日(

水)  

ス
ペ
イ
ン
館
倉
庫

移
動 

 

▼ 

２ 

日(

木)  

ス
ペ
イ
ン
館
倉
庫
他

新
設 

コ
ク
ヨ

 

▼ 

４ 

日(

土)  
 

          

▼ 

５ 

日(

日)  

第
20
回
鷹
山
賞
児
童
作
品
展
初
日 

美
術
資
料
収
集
審
査
委
員
会 

▼ 

７ 
日(
火)  

職
場
見
学

 

   

   

        

  

 

▼ 

９ 

日(

木)  
 

 
 

 
 

 
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

 

▼
10
日(

金)  

電
気
設
備
定
期
点
検 

 

▼
12
日(

日)  

消
火
訓
練 

 
 

 
 

 
 

七
彩
会 

▼
14
日(

火)  

監
査
／
本
庁 

 
 

 

▼
16
日(

木)  

友
の
会
会
報
入
稿 

▼
17
日(

金)  
 

▼
25
日(

土)  

友
の
会
会
報
発
送 

▼
29
日(

水)

３
日(

月)

▲ 
 年

末
年
始
休
館 

◄
七
戸
小
学
校
の
２
年
生
と
４
年
生
が
来
館
し
ま
し
た 

 

▲（上）国際写真サロン展看板 
 （下）展示風景 

▲鷹山賞児童作品展審査会の様子。 

▼今年はコロナウイルス感染症の影響で最
高賞の鷹山賞を受賞された方のみおよびし
ました。 
 

▼青森県立七戸高

等学校から1名が
来館。 
 

2022 年は１月４日（火）から 
開館いたします。 
 
皆様にとってよい１年となりま
すように。 
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八
戸
市

照
井
壽
一

今
年
は
、
八
戸
市
出
身
の
作
家
三

浦
哲
朗
（
１
９
３
１
～
２
０
１
０
年
）
の

生
誕

年
、「
忍
ぶ
川
」
に
よ
り
第

90

44

回
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
か
ら

年
の

60

節
目
に
あ
た
る
こ
と
を
知
り
、
八
戸
市

公
会
堂
の
庭
に
建
つ「
三
浦
哲
郎
文
学

碑
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

文
学
碑
に
は「
私
は
机
に
向
か
う
と

き
一
尾
の
鮎
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

で
き
れ
ば
鮎
の
よ
う
な
姿
の
作
品
が
書

き
た
い
。
無
駄
な
装
飾
の
な
い
、
簡
潔

な
、
す
っ
き
り
と
し
た
作
品
」
と
い
う

言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
傍
ら
の

説
明
文
に
よ
れ
ば
随
筆
「
一
尾
の
鮎
」

の
冒
頭
の
言
葉
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、

小
説
を
書
く
時
の
願
望
や
自
戒
の
念

が
表
出
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

右
は
、
三
戸
町
城
山
公
園
内
に
建

っ
て
い
る「
繭
子
ひ
と
り
」
（
著
者

三
浦

哲
朗
）
の
ヒ
ロ
イ
ン「
繭
子
の
像
」
を
訪

ね
た
と
き
の
写
真
で
す
。
碑
文
に
は
、

「
・
・
・
前
略

芥
川
賞
受
賞
作
家
三
浦

哲
朗
氏
原
作

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

N
H
K

（
昭
四
十
六
・
四
～
昭
和
四
十
七
・
三
）

繭
子
ひ
と
り
の
ふ
る
さ
と
を
縁
に

日
展
評
議
員
山
本
雅
彦
氏
に
制
作
を

依
頼
し
た

一
九
七
一
年
九
月
建

繭

子
の
像
建
設
委
員
会
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
良
く
晴
れ
た
暖
か
な
日
で
し

た
が
城
跡
の
一
隅
に
一
人
佇
ん
で
い
る

「
繭
子
の
像
」
は
、
晩
秋
の
せ
い
か
少
し

寂
し
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。

月
下
旬
、
三
浦
文
学
の
一
端
に

11
触
れ
た
い
と
思
い
、
八
戸
市
立
南
郷
図

書
館
を
訪
問
、
三
浦
哲
郎
が
生
前
使

用
し
て
い
た
と
い
う
執
筆
机
、
座
椅
子

等
が
置
か
れ
て
い
る
畳
敷
き
の
読
書
室

で「
三
浦
哲
郎
自
選
全
集

第
四
巻
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
繭
子
の
像
の
前

で
」
等
を
読
み
、
読
書
の
秋
、
芸
術
の

秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
規
会
員
入
会
の
お
誘
い
と

友
の
会
会
員
登
録
更
新
の
お
願
い

令
和
３
年
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

新
し
い
年
も
友
の
会
で
は
、
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
の
応
援
と
会

員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
を
企
画
し
、
微
力

な
が
ら
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
更
新
及
び
新
規
入
会
手
続
き
は
、
美
術
館
窓
口
と
同
封
の
郵

便
振
替
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
友
の
会
の
事
業
内
容

①
県
内
外
美
術
館
研
修
視
察
旅
行
（
年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
館
研
修
旅
行

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
へ
の
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
の
発
行

⑥
そ
の
他
（
美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（
個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引

③
研
修
会
、
講
演
会
へ
の
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
へ
の
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
、
招
待
券
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

編
集
後
記

本
年
も
会
員
各
位

よ
り
旅
行
記
等
の
投

稿
を
頂
き
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
以

前
の
よ
う
に
気
楽
に

旅
行
出
来
る
状
況
に

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

感
染
状
況
は
改
善
に

向
か
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
願
わ

く
は
こ
の
ま
ま
収
束

し
、
令
和
４
年
に
は
、

研
修
旅
行
を
感
染
対

策
を
と
り
な
が
ら
開

催
出
来
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

来
る
べ
き
年
が
皆

様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
照
井
壽
一
）

★ お 願 い
会費納入通知書代金等の
通信経費節減のため、窓口
での会費納入へのご協力を
お願い申し上げます。

文
学
碑
と
野
外
彫
刻
を
訪
ね
て

三
浦
哲
郎
編

三浦哲郎文学碑全景（平成９年建立）


